
教採合格 学業優秀 競技力 SHEEP 挑戦プロジェクト 大学院進学

1 男 水泳

思うように記録が伸びず、高校との環境の違いを感じたが、4年間で自己
ベストを複数回更新することができた。学業面ではGPA3.5以上を目標に
勉学に励み、毎年GPA値を更新した。ゼミでは、自分の取り組みたい卒論
テーマを見つけることができ、卒論コンテストでは入賞した。大学院では更
に深く研究を進めていきたい。

〇 〇

2 男 陸上競技

高校から陸上を始めたが、入学当初は大学のレベルの高さに圧倒され、練
習についていくのがやっとだった。２年生では日本ICに初出場し、全国の
レベルを肌で感じることができた。4年生になり、選手主体で練習メニュー
や練習場所を考えるようになり、ゆくゆくは指導者の道に進みたいと考え
るようになった。

〇

3 女
ウィンドサーフィン
（２年まで）

大学からウィンドサーフィンを始め、2年生では九州の大会で初優勝を果
たした。国体出場の声がかかり、期待に応えようと頑張り続けた結果、体調
を崩し、国体出場後しばらくして、退部することとなった。授業に出席する
ことも難しくなったが、自身で対策を考えながら単位も取得し、４年生では
学会発表で学会賞を受賞した。

〇 〇 〇

4 男 硬式野球

大学の野球レベルに圧倒されたと同時に、まだ自分の伸びしろもあると実
感した。３年次は大学史上初の全国大会出場が決まり、メンバーとして帯
同したが、試合には出場できず悔しさが残った。学業面では3年次、4年次
と成績優秀による授業料免除を受けることができ、入学当初の「成績優秀
者として卒業」という目標も達成できた。

〇

5 男 体操競技

大学ではチームで協力して取り組む重要性を学んだ。２年次には、大学生
の日本代表に入ることができた。パリオリンピックの選考会では、焦りから
練習量を増やし、その結果、怪我が増えたことが影響して代表選考に落選
した。卒業後は、4年後のロサンゼルスオリンピックを目指し、バランスを考
慮しながら練習に励む予定である。

〇

6 男 テニス

周囲とレベルの差を感じ、もどかしく悔しい気持ちになった。過去の試合
映像を振り返り、自分の弱みを探った。最高学年では主将を務め、チーム
を牽引し、九州で１位、全国大会出場を果たした。学業では、4年間を通し
て良い方向で成長できたが、1年次から成績にも着目しておけばよかった
と後悔が残る結果となった。

〇

7 女 柔道

高校時代のように受け身の姿勢では成長しないことを痛感し、自身で考
え、自己分析を行い、自分に不足している部分を理解することが大切だと
気づいた。２年次には目標のひとつであった講道館杯に出場し、３年次に
は全日本学生優勝大会で団体戦メンバーに選ばれ、入賞した。

〇

8 女 ダンス

３年次編入で入学し、ダンス部へ入部した。小学校や中学校での指導を経
て、指導する側がきちんと内容を理解していることが重要だと改めて感じ
た。学業面では卒業論文に苦戦したが、これまでの学びを振り返る良い機
会となった。周囲のサポートのおかげで最後までやりきることができ、人
の温かさを感じる一年となった。

〇

2024
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４年間の振り返り

競技に関して、パフォーマンスの波は多かったし大きかったが、それでも楽しんで競技を続けることができた。そして最後には、有終の美を飾ることができた。部活動を通して、仲間たちと充実した時間を過ごすことができたと

思う。一方で、学業については、４年の前期まで大きな波はなかった。それは、４年前期までは自身が部活動に多くの労力を費やしていたからだが、引退していざ学業と向き合うと、自分がいかに何もしてこなかったかを思い知

らされた。それでも卒論に対して前向きに進めることができたのは、部活動を通して学んできた経験が活きたからだと思う。学業面においては最終的にあまり満足はいっていないが、部活動とは違い、学業にはまだ先があるので

これから学業のパフォーマンスが少しずつ上っていくことに期待したい。

学業等 GPA3.5以上 GPA3.5以上
卒論を早めに完成させる。大学院進学に向けて勉強を進

める。

大学院では今よりももっと深い研究を進めなければいけ

ない。自分がどこを理解していないのかを把握し、その

分野の論文を読む。

科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

⾧水路では自己ベストを更新、短水路でインカレ標準を

突破し、先輩に勝ってインカレに出場する。

平泳ぎでインカレ標準を突破することができたが、それ

でもチームで４番手のためインカレ出場はかなわなかっ

た。そのため個人メドレーでもインカレ標準を突破し、

インカレに出場する。

先輩方が卒業し、平泳ぎを引っ張るのは自分になる。後

輩も速くなってきているが、後輩に負けず、インカレで

有終の美を飾る。

インカレで有終の美を飾ることができた。競技を引退し

たので今後は豊かなスポーツライフを築いていきたい。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

学業等
体育という学問の中にも様々な領域があるのだというこ

とを学んだ。

介護等体験を通して、障がい者福祉の現状を学んだ。

スポーツには競技スポーツ以外にも、生涯スポーツとし

ての社会的な役割があることを学んだ。

ゼミを通して学んだ内容を競技現場に置き換えて考える

ことができるようになった。

卒論を通して、自分の興味のある範囲でさえ、自分はま

だ何も知らないということを知った。
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成
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課外活動
（部活・奉仕活動）

高校までのように、すぐに結果が出ることはないことを

学んだ。また、自分の現状にあった目標を設定すること

が大切だと学んだ。

自分の調子を把握して自己管理することが大切であるこ

とを学んだ。試合前のコンディションの整え方や気持ち

のもっていきかたを学んだ。

競技力以外の部分で、組織として大切な裏方の存在や役

割を学んだ。

自分なりのPDCAの回し方を学んだ。また、これまでの

方法で成功したからと言って、同じ方法でまた成功する

とは限らず、現状に応じてアプローチを変えていくべき

であることを学んだ。

学業等
特に何かを重点的に学びたいわけではなかったが、なん

となく大学の授業が面白いからよく授業を聞いていた。

また、GPA3.5を目指していたが、少し足りなかった。

１年生の頃と同じ
ゼミに入った。自分のやりたい卒論のテーマを見つける

ことができた。

水泳に集中するため、夏シーズンは勉強を控えめにし

た。また冬シーズンは卒論を通して、自分の無知さ、能

力のなさに絶望した。先が見えないと感じた。
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課外活動
（部活・奉仕活動）

コロナ渦で試合が少ない中、大学生になって最初の試合

で自己ベストを更新することができた。しかしその後う

まくいかず、結局大学一年生シーズンは初めの１試合以

外で自己ベストを更新することができなかった。

１年ぶりに自己ベストを更新することができた。また、

狙った試合で自己ベストを更新することができた。3月

にはインカレの標準も突破できた。

夏シーズンは平泳ぎではなく、個人メドレーに力を入れ

て取り組んだ。それにもかかわらず、個人メドレーに力

を入れて取り組む前の自身の記録に及ばなかった。

水泳に対するモチベーションが常に高かった。自己ベス

トも複数回更新することができた。最後のインカレでも

自己ベストを更新することができ、有終の美を飾ること

ができた。

部活動における役職等 主務 主務 主務

特記事項
（怪我・トラブル等）

年間の充実度

（%）
40% 70% 40% 70%

学業等 年間GPA3.4 年間GPA3.5
年間GPA3.8

GPA学年１位

学業成績優秀者として表彰

卒業証書授与総代

NIFS卒業研究コンテスト 入賞

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

１回だけ自己ベストを更新することができた
全国公出場・自己ベスト更新

インカレ標準突破
インカレ標準突破

九州学生選手権3位

全国公決勝

インカレ出場・自己ベスト更新

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

先輩に勝つ インカレ突破 インカレ出場 インカレで自己ベスト

パフォーマンス

の充実度

作成日： 西暦 2025

学業等 GPA3.5以上 GPA3.5以上 ゼミで卒論の計画を立てる 卒論を仕上げる

水泳部
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：インカレで活躍する・自己ベストを出す

学  業：GPA3.5以上

1年次 2年次 3年次 4年次

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 男 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

100%

50%

0%

GPA学年１位

ゼミが楽しい

自己ベスト
自己ベスト・全

国公でもベスト

短水路最遅

冬シーズン中ベスト

が出ない

インカレ突破

インカレで自己ベスト

引退

インカレ再突破

夏シーズン中ベ

ストが出ない

ただ好きで授業を聞いていた

水泳に集中

勉強を控える

自分の無知・無力さに絶望

卒論に満足いかず

NIFS
KANOYA
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 年 3 月   14 日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 4 5 6 4 5 6 4 5 6

7 8 9 7 8 9 7 8 9 7 8 9

10 11 12 10 11 12 10 11 12 10 11 12

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 男 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 単位を落とさない GPA 3.0以上 スポーツ指導実習の学習
教員免許取得

卒論書き終える

陸上競技部
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：日本選手権出場 全国大会入賞

学  業：教員免許を取得し、しっかりと勉学に励む

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

日本IC標準切り

九州IC優勝
日本IC 入賞

日本選手権 出場

日本IC表彰台

日本選手権 出場

日本IC優勝

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
50% 65% 80% 70%

学業等 ・GPA 最高順位
・コーチ学概論

・運動学概論
・スポーツ指導実習

・教育実習

・卒業研究完成

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

・九州IC 3000mSC優勝

・日本学生個人選手権標準切り

・九州IC 3000mSC 優勝（大会新）1500m3位

・日本IC 3000mSC 9位

・九州IC 3000mSC 2位

・日本IC 3000mSC 5位 日本選手権標準突破

・全日本大学駅伝出場 6区13位

・九州IC 3000mSC 優勝（大会新）1500m3位

・日本学生個人選手権 3000mSC 優勝

・日本IC 3000mSC 4位

・出雲駅伝1区20位

部活動における役職等 なし 庶務補佐 庶務 主務補佐 駅伝主将

特記事項
（怪我・トラブル等）

発熱 コロナ感染 仙腸関節炎 捻挫、打撲

学業等

入学したときはとにかく様々な授業を受けようと上限ギ

リギリまで単位を取得した。基本オンラインでの授業で

あったため、少ない対面での授業がすごく楽しかった。

慣れないネットでの授業であったが、その中でどのよう

に勉強するかと工夫して授業を受けられていたと思う。

オンラインの授業にも慣れ、対面で行う授業も徐々に増

えてきた。しかし、授業数が多くなったことで、時間の

余裕がなくなり、後期は少し中弛みをしてしまった。そ

の中で運動学概論やコーチ学概論で学んだことを部活動

に活かせたのは良かったと思う。

前期は週末に毎週レースがあり、授業をやむを得ず欠席

してしまうことが多かった。そのため、履修を諦めた授

業もあった。その中でも、授業内容を他者に聞いたりし

て、単位を落とすことがなかったのは良かったと思う。

教育実習では、生徒が楽しく学べる授業を心がけること

の大切さを学んだ。大変なことも多かったが、その中で

も誰かに何かを教える楽しさを学べた。卒業論文では、

独自のルールで行われている駅伝大会について研究し、

自身の知りたかったことを知れる良い研究ができたと思

う。
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課外活動
（部活・奉仕活動）

コロナ禍ということでいろいろな制限がある中での部活

動となった。初めは大学のレベルに圧倒され、練習につ

いていくのにやっとだったが、徐々に力がつき、九州IC

では１年生で優勝することができた。さらに、後半シー

ズンでは全国１位の先輩と練習できたことで大きく成⾧

できたと思う。

４月からシーズンベストを次々更新し、九州ICでは大会

新記録で優勝することができた。また、日本ICにも初出

場することができ、全国のレベルを肌で感じることがで

きた。後半シーズンは体調を崩してしまうことが多く、

コロナにも感染し、著しく体力が低下したが、徐々に復

活できた。

シーズン序盤は全日本駅伝予選会があり、普段と違う

シーズンインの仕方であったが、その経験もあり夏頃か

ら徐々に記録が伸び始めた。そのままの勢いで日本ICも

自己ベストで初入賞することができた。また、日本学連

選抜に選出され、全日本大学駅伝にも出場し、関東の大

学と勝負できた。

冬季にかなりよい練習を詰めたことで４月から毎週レー

スであったが、そこでどんどんベストを更新した。その

結果６月には全国大会で優勝することができたと考え

る。日本ICはあと一歩で表彰台に届かず、かなり悔し

かった。後半シーズンは出雲駅伝などがあったが、自身

の調子があがらず悔しい走りとなった。

学業等

慣れないネットでの授業であり、こちら側が何も見えて

いないといった状況であったが、しっかりノートを取る

などして授業を受けていたのは良かったと思う。そのお

かげもあり、会議での議事録作成などの作業が格段に早

くなったと感じる。

授業数が増えたことで、レポートも増えた。また、かな

り詳細に行わなければならないレポートもあり、後期は

少し中弛みしてしまった。改善策として行ったのが、レ

ポートの提出期限に基づいて優先順位をつけた。そのお

かげで、計画的に物事を進めていくことができ、計画性

の大切さを学んだ。

スポーツ指導実習では、小学生に陸上競技について教え

た。その中で、自分たちが頭の中で理解するだけでな

く、それを小学生にもわかりやすく伝えるためのコミュ

ニケーション力や、その時その時の物事に臨機応変に対

応する柔軟さを学んだ。

教育実習では、一方的に物事を伝える授業は全く面白みが

ないことを学んだ。特に保健体育は日常にありふれている

ことなので、生徒に実際に考えさせてみたり、やらせてみ

たりすることが大切である。その中でいかに日常生活に落

とし込めるかということが重要になる。卒業論文では、何

回も文章を書き直したり、構成を練り直したりしたが、着

実に進歩していき、それが完成につながることを学んだ。
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課外活動
（部活・奉仕活動）

大学に入って朝練が始まったことや、高校のときにはい

なかった専門の指導者がいてくれたおかげで大きく成⾧

できたと感じる。特になりたい自分になるためにどうす

るかという逆算の考え方というのが一番身についた点で

ある。

初めて日本ICに出場し、全国のレベルを知ることができ

たのは良かったと思う。入賞を目標としていたが、結果

は９位だった。やはり、表彰台を狙うレベルでないと、

入賞争いにも加われないと感じた。目標を達成するため

に徐々に階段を積み上げる大切さを学んだ。

日本ICでの初入賞や、全日本大学駅伝に日本学連選抜と

して出走できた経験から、全国での戦い方を学べた。特

に日本学連選抜では全国の大学のエースが集まり、普段

の練習やケアの仕方、マインドコントロールなど多くの

ことを知ることができた。

今年から体制ががらりと変わり、選手主体で練習メ

ニューや練習場所などを考えるようになった。その中

で、目標とする記録や大会での結果から逆算して計画し

ていく大切さを学んだ。結果としてチーム平均も去年よ

りあげることができ、指導者としての楽しさに気付いた

一年だった。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

学生個人選手権の標準は突破することができたが、日本

ICの標準が突破していないため、そこを目標とする。ま

た、特に怪我等なく練習が積めているので、来年も怪我

することなく練習が積めるようにする。

全国大会で戦うために、一段ずつ階段を登っていく。ま

た、専門種目以外の種目を伸ばしていくことが専門種目

の記録向上にもつながると学んだので、幅広い分野のス

キルアップを行う。

今年は大きく成⾧できた一年であったと感じる。いよい

よ来年が最後の一年となるので、全国大会表彰台、日本

選手権出場を目標に、貪欲に練習に取り組んでいく。

今年で学んだことをきっかけに指導者になりたいと思っ

た。その前に陸上競技をもう少し追求したいので、実業

団で自分の走力や人間性を更に高めてから、指導者の道

にいきたいと考える。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

大学４年間を通して、日本選手権出場という目標は達成できなかったが、全国大会で優勝することができたのは素直に嬉しく思う。また、出雲駅伝と全日本大学駅伝という学生３大駅伝と言われている中の２つに出場することも

でき、充実した大学生活であった。高校から陸上を始め、一般入試でこの鹿屋体育大学に入学したが、まさか自分がこのような成績を残せるとは考えてもいなかった。この結果も、指導してくださった先生方やコーチ、トレー

ナー、そして家族の支えがあったからこそである。本当に感謝したい。さらに、充実した設備が整っている鹿屋体育大学の環境も非常にありがたく思う。教育実習でも多くのことを学び、将来指導者になりたいと思わせてくれる

よい経験となった。この大学４年間は多くの出会いがあり、人としても大きく成⾧できる最高の大学生活だった。

学業等
部活動との文武両道をしっかり行い、単位を落とすこと

のないようしっかり勉強する。

教員免許取得に向けて集中して勉強を行う。また、ゼミ

も始まるので自分が研究したい分野は何なのかを知る。

教育実習では、生徒がわかりやすい授業を心がけ、コ

ミュニケーションを大切にする。また、卒業論文を自分

が納得できる形で提出する。

教育実習で学んだことを活かし、人間性や社会性を更に

高めていきたいと考える。

100%

50%

0%

九州IC優勝

最高順位

体調不良

九州IC優勝大会新

日本IC標準突破

コロナ感染

全日本大学駅

伝出場
学生個人選手権優勝

出雲駅伝出場

島原駅伝優勝

日本IC5位

日本選手権標準突破
授業数増

中弛み

大会との兼ね合いで欠

席が増える

スポーツ指導実習

教育実習

卒論完成

NIFS
KANOYA
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 年 3 月   11 日
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【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 女 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 単位を落とさない スポーツ科学の専門知識を身につける
（卒論）プロトコルと分析項目の決定

（成績）成績優秀者になる
学会発表2回やりきる

ウインドサーフィ

ン（2年次まで）

種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：全国大会入賞

学  業：成績優秀者になること．スポーツ科学の知識を深めること．

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

インカレ新人戦入賞 九州で男女混合入賞 九州の一般の大会でレディース優勝 誰でも参加可能なイベントの主催

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
80% 40% 30% 100%

学業等
・年間GPA 3.02（学年18位）

・1単位落とす

・年間GPA 3.16（学年23位）

・1単位落とす
・年間GPA 3.83（学年2位）成績優秀者

・九州体育・スポーツ学会 若手優秀発表賞

・バイオメカニズム学術講演会 口頭発表

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

・九州選手権 最下位

・冬の九州選手権 レディース4位

・インカレ新人戦 15位

・九州選手権 レディース優勝（総合18位）

・インカレ九州支部予選 レディース優勝

・国体鹿児島代表 17位

・冬の九州選手権 レディース優勝（総合12位）

・九州大会（シーガルカップ） レディース優勝
・九州大会（一般） レディース3位

・イベント2回開催

部活動における役職等 広報 広報

特記事項
（怪我・トラブル等）

病気の治療 病気の治療

学業等

今まで学んだ知識を使う場面などに出会い，授業が楽し

かった．後期では，運動生理学や物理数学の授業を受け

て，スポーツ科学に感動し，もっと知識を深めたいと思

うようになった．寝坊を何度かしてしまい，レポートの

点数が低くなり，1単位落としてしまった．

体育学実験Ⅱでバイオメカニクスを履修した．動作分析

や，GPSなどを学習し，研究を身近に感じた．もっと勉強

したいと思い，SHEEPに応募した．実験の手伝いや，書籍

からバイオメカニクスの勉強をした．自分だったらどんな

研究ができるのか，したいのかを考える期間だった．しか

し，その期間は短く体調不良に悩んだ．

前期は何とか授業を受けるので精いっぱいだった．周囲の方の

支えがあって，単位を落とすことなく1年間を乗り越えることが

できた．8月に予備実験を行ったにも関わらず，研究を変更し

た．その研究内容の予備実験を12月に行うことができた．その

後は分析，本実験のプロトコル作成に努めた．予定外のことを

しても，体調が回復しつつあったため，乗り越えることができ

た．しかし，体調不良の期間が⾧く充実度は低くなった．

3年次に実施していた学生挑戦プロジェクトの実験を測定し直し，学会発

表・論文投稿することを決め，SHEEPに再加入させていただいた．卒論と

他の研究を両立することはかなり辛かった．ただ，学部生で経験できない

ようなことをさせてもらえて，充実感があった．1回目の学会発表では学会

賞をいただくことができ，自身の研究が他の方々に認めてもらえた気がし

て嬉しかった．2回目の学会発表は卒論の内容であったが，バイオメカニク

ス専門の先生方に質問していただくことで，卒論をより良いものにするこ

とができたと思う．

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

ウインドサーフィン部の体験に行き，上手くできないことが悔

しく，入部を決めた．何もかもが初めてで楽しかった．毎日上

達するのが嬉しかった．インカレ新人戦で入賞するために，競

技歴2年以上のクラスの九州大会に出場した．全く歯が立たず，

初めての挫折だった．練習方法を見直すきっかけになった．新

人戦では，3レースで1桁の順位を取るも，レベルの高さから15

位に終わった．悔しさと将来へのわくわくを感じた．

1年次の悔しさから，より練習に注力した．九州の大会で初優勝した

高揚感は忘れられない．その努力が認められ，国体出場の声がかか

り，ウインド歴最短で挑戦した．そのあたりから，期待に応えようと

頑張り続けていた体にガタが出始めた．始めはそんな自分が悔しかっ

た．しかし座っていることすら辛くなる日が出てきたため，インカレ

を最後に休部することにした．その後も体調が回復する見込みがな

かったため，退部することにした．

体調管理を大切にしながら，無理のない範囲で練習を再開

し，大会出場を目指した．今まで通り練習できないことか

ら焦燥感を感じていた．久しぶりの大会は，選手と交流で

きることや優勝の嬉しさを感じるも，練習やレースに体が

堪え，しんどさが勝った．その後も中々練習ができず，選

手として大会を目指すことをあきらめた．

ウインドサーフィンは趣味として楽しむことにしたため，何か新しい

ことをしようと思い，学生挑戦プロジェクトに応募した．障がいの有

無に関わらず皆でスポーツができるようなイベントを開催したいと考

えているため，その第一歩として挑戦することにした．実際やると，

多くの人の協力が必要であり，組織のマネジメントの難しさや必要な

準備量の多さといったことを学ぶことができた．また，参加者の笑顔

から充実感を感じた．

学業等

授業が楽しいと感じる反面，単位を落としたことから，

早寝早起きとレポートの質を向上させる必要があると学

んだ．また，スポーツを多面的に学習することで，ス

ポーツの意義や目的，必要な知識を身につけることがで

きた．また，その学習した内容をウインドサーフィンに

活かすことや，ウインドサーフィン仲間に教えること

で，アウトプットすることができた．

1年次の反省を活かし，レポートの書き方を勉強した．

そうすることで，GPAを上げることができた．また，自

主学習を進めていくことで，授業においていかれること

なく専門知識を身につけることができた．

多くの方の支えがあって，授業に出席し，テストを受け

ることができた．活動可能な時間が短かったため，授業

に集中し，その後すぐにレポートを作成することで，提

出物が出せなくならないように対策することができた．

4月からしっかり活動することで，2つの研究を進めてい

くことができた．他の活動もあり，忙しい日が続いた

が，優先順位をつけて予定を立てることで，慌てること

なくタスクをこなすことができた．

(

学

ん

だ

こ

と

・

貴

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

初めての大会で自信をポッキリ折られたことで，天狗に

ならず挑戦し続けることができた．そのおかげで，イン

カレ新人戦で自信を強く持って挑むことができた．この

1年間を通して，挑戦することや失敗することの大切さ

を学んだ．また，沢山の他大学の先輩・同期に質問する

ことで，新たな発見や親睦を深めることができた．

毎日練習することで成⾧はするものの，疲労困憊でまだ

寝てたいと思うことがあった．それでも，後悔しないた

めに最大限の努力をするという信念を貫き，練習し続け

ることができた．気持ちに左右されることなく努力でき

たことから，胸を張ってレースに挑むことができた．ま

た，もっと努力したらよかったと後悔することはなかっ

た．

努力することはもちろん，体調管理の大切さを学んだ．

また，休養の大切さを痛感できたのは，がむしゃらに努

力してきたからである．

これまでやってきた競技を途中でやめたことはなかったた

め，決断をするまでに時間がかかったが，将来の自分のた

めに，やめるという選択をすることができた．課外活動で

は自分のためにやってきたが，最後は誰かのためになるこ

とをすることができた．普段は障がいのある方と交流する

機会はなかったが，その機会を通して，スポーツの偉大さ

を肌で感じることができた．この活動を仕事にしたいと強

く思うことができた．

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

目標までのプロセスは良かったが，目標を達成すること

はできなかった．そのため，最終目標から逆算し，2年

次の目標を，「九州大会で男女混合で入賞すること」と

した．

努力量と質を向上させることはできたが，男子に勝つこ

とがかなり難しかった．団体戦でメンバーとして九州で

優勝することができたことは力をつけることができた証

であった．一方で，体調管理が疎かになってしまったた

め，体調の回復と必要最低限の生活を送ることを次年度

の目標とした．

体調回復に向けて，休養はとりつつ体を動かすことも忘

れずに，生活を送ることができた．回復傾向にあるた

め，次年度は何か1年かかることに挑戦することと，体

調管理に努めることとした．

イベントを2回主催することができ，充実した1年間で

あった．その期間で得たことを修士でも活かし，論文執

筆をしつつ，多くの人が運動・スポーツを楽しめるよう

に現場に立つ回数を増やして行くことを修士での目標と

した．

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

課外活動については，壁にぶつかり成⾧することを繰り返すことができ，短い2年間でも濃い競技人生だった．4年間やり切りたかったと思うこともある．しかし，人生全体をみたときに，大きな挫折を学生のうちに経験したことは，財産にな

ると思うため，これからの人生に活かしていきたいと考えている．このように考えることができたのも，正面から課題に取り組んだことにあると思う．学業においては，単位を落としたことで教員免許を諦めることになったが，研究に注力する

ことができたため，良い成果を出すことができたと思う．全体を通して，4年間は選択の連続で，どれも後戻りできないような決断を迫られた．しかし，「やめなきゃよかった」や「こうすれば良かった」といった後悔はしていない．それは，

自分が下した決断が正解であったと思えるように，その後の活動で努力しきることが何より大切であると考えることができたからだと思う．そのような考え方やとらえ方は，この4年間だったから感じることができ，成⾧することができた．ま

た，紆余曲折ありながら，4年生で100%の充実度を感じることができたのは，まぎれもなく，支えてくれた両親や，指導教員，友人のおかげであり，周囲の方々への感謝をこれから伝えていきたいと思う．

学業等

基礎的な授業が多かったが，次年度以降は専門的な知識

を学ぶことが増えていく．専門的な知識は基礎があって

こそなので，分からなかったらその場で解決する．ま

た，レポートの書き方を勉強し，質を向上させることを

目標とした．

レポートの質を向上させることができたため，これから

も向上させること．ゼミ活動が始まるため，バイオメカ

ニクスやMatLabの勉強と，卒論の研究内容を具体的に

考えていくこと．以上の2点を次年度の目標とした．

立てた研究計画から，本実験のプロトコル作成をし，学

会発表できるくらいの卒論を完成させる．

1年で2つの研究ができたので，修士では論文を書きつ

つ，より質の良い修士論文を作成できるように，予備実

験を終わらせる．また，学外の方との交流も行うため

に，学会に参加する．

100%

50%

0%

初試合で最下位

入学

九州大会レディース4位

インカレ新人戦15位

九州大会レディース初優勝

国体出場

インカレ出場後休部

退部

九州一般の大会

レディース優勝

選手引退

イベント企画

イベント開催

イベント開催

授業が楽しい
スポーツ科学の

面白さに気付く

バイオメカニクスに感動

心身の不調が始まる 体調が安定しない

予備実験実施

SHEEPに再加入

1回目の学会発表

2回目の学会発表

SHEEPに加入し

実験の見学，勉強を始める

NIFS
KANOYA



［教育企画・評価室 2024年度版］

 年 3 月   14 日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 4 5 6 4 5 6 4 5 6

7 8 9 7 8 9 7 8 9 7 8 9

10 11 12 10 11 12 10 11 12 10 11 12

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 男 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 履修科目全単位取得 年度GPA課程1位 進路の方針決定 業界最大手企業に内定

硬式野球部
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：大学史上初の全国大会出場

学  業：成績優秀者として卒業

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

大学野球で戦える土台作り 公式戦でメンバー入り 大学史上初の全国大会出場に貢献 正捕手として全国大会で活躍

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
60% 70% 90% 95%

学業等 ・年度GPA 3.23 課程8位 ・年度GPA 3.79 課程1位
・年度GPA 3.57 課程5位

・授業料特別免除（成績優秀）

・授業料特別免除（成績優秀）

・NIFS卒業研究コンテスト 入賞

・A.C.E.KANOYA賞 受賞

・株式会社キーエンス 内定

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

・春季南部九州ブロック大会 初優勝

・第72回全日本大学野球選手権大会  ベスト8   特別賞

・秋季南部九州ブロック大会 2季連続優勝

・春季リーグ戦 全勝優勝

・春季南部九州ブロック大会 準優勝

・第2回Baseball5日本選手権 ベスト8

部活動における役職等 下級生主体チーム主将 下級生チーム主将 バッテリーリーダー，Baseball5主将

特記事項
（怪我・トラブル等）

右手有鈎骨疲労骨折 右手有鈎骨切除手術

学業等
スポーツに関わる専門的な知識を学ぶことに喜びを感じ

た。授業で得た知識をどのように部活動に活かせるのか

考えながら授業を受けることができた。

部活動でほとんど何もできない分、授業や課題に集中し

た。すべてにおいて一切の妥協を許さなかった結果、課

程1位というこの上ない結果が得られた。

2年次の成績により履修上限が解放されたため、多くの

授業を履修し、卒業に必要な単位のほとんどを習得し終

えた。周囲より早く就職活動に取り掛かることができ

た。

2年連続での授業料特別免除に加え、手が届かないと考

えていた企業からの内定や教育実習、NIFS卒業研究コン

テストへの出場といったように最も充実した年度であっ

た。成績優秀者として卒業できた。

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

大学野球のレベルに圧倒されたが、着実に成⾧すること

ができた。秋季の南部九州ブロック大会で公式戦初のメ

ンバー入りを果たした。

ほとんど何もできない年度であった。利き手である右手

の手術だったため、打つことも投げることもできない期

間が⾧かったが、左手のみで行える守備練習に前向きに

注力した。

春季シーズン直前に復帰することができ、大学史上初の

全国大会出場にメンバーとして貢献することができた。

11月の公式戦では初めて主力として出場することがで

き、来春に向けての経験を積むことができた。

春季の2年連続全国大会出場がかかった試合でサヨナラ

負けし、引退した。11月にはBaseball5という新興ス

ポーツに挑戦するために、主将としてメンバー集めや大

会エントリー、ユニフォーム作成等を行った。

学業等
レポート提出の期日を失念してしまったことをきっかけ

にホワイトボードを活用し始めた結果、スケジュール管

理が上達した。

学びへの意欲や取り組む姿勢が評価されることもあると

分かった。

就職活動を通して、体育会系の学生が想像以上に企業に

求められていることが分かり、自信がついた。様々な企

業を比較することで自身の働きたい環境が明確になり、

志望する企業が定まった。

教育実習を通して、「この表現で伝わるはずだ」という

考えは危険であることが分かった。また、教師という職

業への理解が深まった。卒業研究を通して、自身の主張

を強める方法や文献の探し方について学ぶことができ

た。

(

学

ん

だ

こ

と

・

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

大学野球のレベルの高さを感じ、自身にはまだまだ伸び

しろがあることが分かった。人数が多い集団だからこ

そ、当事者意識が重要であることを学んだ。

行うことができる練習については細部までこだわること

ができた。できることに全力で取り組むことで周りの人

も応援してくれるのだと気付いた。

全国大会に初出場した際に多くの人に応援していただ

き、いかに地域から期待されているか理解できた。春季

でほとんどの先輩方が引退されたことで実質的な最高学

年となり、チーム作りの難しさや、下級生の時は気付け

なかった最高学年の想いが分かった。

時間をかけて思考しながら練習することで技術は突き詰

められることが分かった。Baseball5での経験を通し

て、0から1を作ることの難しさを学んだ。競技の普及を

願って活動する人々の想いを知り、野球界の今後につい

て考えることができた。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 実技力 実技指導力 事業運営力 実技力 実技指導力実技力 実技指導力 事業運営力 実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

メンバー入りするために体作りと技術向上に注力する。 春季までに復帰し、守備でチームに貢献する。

メンバーとして全国大会に帯同できて嬉しかったが、試

合に出場できず悔しかった。来年度は正捕手としてチー

ムを牽引し、全国大会で活躍する。

硬式野球部のOBとして後輩たちを応援する。Baseball5

に再挑戦する。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

学業については、「成績優秀者として卒業」という入学当初の目標を達成することができた。4年間の学びを評価していただけたことを嬉しく思う。課外活動については、「大学史上初の全国大会出場」という入学当初の目標を達

成することはできたものの、試合に出場することはできず悔しかった。仮に、正捕手を務めた4年次の春季で全国大会に出場できていたら、私の4年間は胸を張って100点満点だと言えた。

第1志望の大学ではなかったため、入学当初は自身の選択に懐疑的であったが、どの有名大学の学生にも負けない圧倒的な成⾧率で成⾧することができた。特に3年次以降の成⾧率は誇れるもので、卒業後の進路を考え始めたこと

がきっかけで自身の考え方の源泉を探るようになり、自分自身を理解できるようになった。また、不完全ではあるものの、他人の考えを受け入れられるようにもなった。これまでの人生のどの4年間よりも、この大学で過ごした4

年間が最も充実しており、最も成⾧できた期間であった。今後も社会人として圧倒的な成⾧率で成⾧し続け、鹿屋体育大学の代表的な卒業生になりたい。

学業等 取り組みを改善し、成績を向上させる。
2年連続で課程1位になる。卒業後の進路について考え

る。卒業研究の内容を決定し、取り掛かる。

目標とする企業から内定を得る。教職の授業で学んだこ

とを教育実習で発揮する。妥協することなく卒業研究に

取り組み、学生生活の集大成にふさわしいものを完成さ

せる。

製品や営業について学び、業績向上に貢献する。お金に

ついての勉強を継続し、資産運用を開始する。

100%

50%

0%

Baseball5に挑戦

就職活動開始

オープン戦17戦14敗再復帰

全国大会出場決定目前で敗戦

競技引退

復帰するも再発

教育実習

卒業研究発表会2社内定

就職活動終了

全国大会出場インターンシップ参加

卒業論文完成

課程5位

入学

自動車学校入校

運転免許取得
課程8位 課程1位

主力として初の公式戦

大学史上初の全国大会出場

公式戦初のメンバー入り

右手有鈎骨疲労骨折

右手有鈎骨切除手術

NIFS
KANOYA



［教育企画・評価室 2024年度版］

 年 3 月   4 日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 4 5 6 4 5 6 4 5 6

7 8 9 7 8 9 7 8 9 7 8 9

10 11 12 10 11 12 10 11 12 10 11 12

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 男 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 単位を落とさない 単位を落とさない 単位を落とさない 教育実習で学ぶ

体操競技部
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：パリオリンピック団体金メダル、あん馬金メダル

学  業：卒業単位の修得、教職単位の修得

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

団体メンバー入り 全日本個人総合選手権決勝進出 世界選手権出場、団体、あん馬優勝 パリオリンピック団体、あん馬優勝

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
80% 80% 90% 40%

学業等 ２単位落単 特になし 特になし
教育実習

卒業論文完成

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

全日本インカレ団体２位、あん馬４位

全日本体操団体選手権４位

NHK杯出場

WCCパリ大会ゆか４位、あん馬６位、つり輪７位

全日本体操団体選手権３位

アジア競技大会団体あん馬２位

アジア体操競技選手権大会団体２位、あん馬３位

全日本インカレ団体３位、あん馬優勝

あん馬日本ランキング１位

全日本インカレ団体２位、あん馬優勝

全日本種目別選手権あん馬３位

部活動における役職等 学年キャプテン 学年キャプテン 学年キャプテン 副キャプテン

特記事項
（怪我・トラブル等）

11月ごろ三角靭帯断裂 インカレ前にコロナウイルス感染 1月三角靭帯再断裂、左肩肩甲下筋損傷 左肩の怪我が一年続く

学業等 一科目単位を落としてしまった。 一つも単位を落とさなかった。
一つも単位を落とさなかった。

初めての模擬授業もなんとかこなすことができた。

三週間の教育実習を頑張ることができた。生徒たちとで

きる限りの信頼関係を気づくことができた。

卒論を完成させることができた。

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

目標を達成することができた。1年生として緊張するこ

ともあったが自分の持っている力を精一杯出すことがで

きた。しかしその後の目標である全日本インカレ団体優

勝を達成することができなかった。

目標を達成することができた。しかし鹿屋体育大学の

チームとして出る全日本インカレで多くの失敗をしてし

まった。来年度の全日本体操個人総合選手権の権利も取

れなかった。

目標を達成できなかった。しかし目標に対してこれまで

以上に強い気持ちで練習に取り組めた。初めての日本代

表になることができ、結果を残すことができた。大きく

飛躍することができた。

パリオリンピックの選考会が迫り、焦りから練習量が増

え怪我が増えた。練習もまともにすることができずに代

表選考も落選した。その中でもやれることを考え最低限

の結果を残すことができた。

学業等
課題などから感じたことなどを言葉にする能力がつい

た。

課題などから感じたことなどを言葉にする能力がさらに

ついた。

みんなで協力して一つのこと（模擬授業など）をやり遂

げる難しさと達成感を学ぶことができた。また多くの学

生と話すことができたので人脈の大切さに気づくことが

できた。

教育実習で自分の思っていることを分かりやすく伝える

力がついた。また、生徒たちとコミュニケーションをと

ることで信頼関係の大切さに気づくことができた。

(

学

ん

だ

こ

と

・

貴

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

チーム戦を学ぶことができた。高校生までは1人で頑張

ることが多かったが、チームで頑張る大切さを学んだ。

大事な場面で決める大切さを学んだ。一発勝負の全日本

の試合で決め切ることができた。一度でも失敗していた

ら決勝に進むことができていなかった。

コロナウイルスの影響で練習を詰めていなかった全日本

インカレも試合一発決める強さが必要だった。

多くの方に応援してもらえていることに気づくことがで

きた。多くの方にアジア大会を応援していただけた。そ

のためにも頑張らないといけないと思った。それと同時

に代表になったという責任にも気づくことができた。自

分のためにも、応援してくれている人のためにも結果を

出さないといけないと感じた。

自分の体の大切さを学んだ。練習をすれば上手くなる

が、練習をやりすぎると怪我が増えることに改めて気づ

けた。一番いいバランスをとりながら練習することが大

切だと思った。

怪我をしていても試合は近づいてくる。注射を打ったり

体を休めたりしながら試合に合わせる力がついた。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

一年生からチームに入ることができ、よいスタートを切

ることができた。しかし、個人としての結果を出し切る

ことができなかったのでそこが課題になる。

全日本個人総合選手権で結果を出すことができた。大学

生の日本代表にも入ることができた。来年度は正代表に

入って、日本代表として結果を出すことが目標になる。

アジア大会の代表に入ることができた。来年度のパリオ

リンピックに向けて得意種目を伸ばし、必ず代表に入

る。

パリオリンピックの代表に入ることができなかった。来

年度から社会人として体操を続けていくので、4年後の

ロサンゼルスオリンピックに向けて頑張っていきたい。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

最低限、学業を頑張りながら体操競技中心の４年間を過ごした。高校生の頃は日本代表に入ることもできなかった時代を過ごしたが、大学４年間で大きく成⾧することができた。特に周りの方のサポートのおかげでここまでくる

ことができたと思う。怪我をした時にもトレーナーの先生や病院の先生にも支えてもらった。またファンの方や親、チームのみんなにもたくさん応援してもらうことができて、さらに頑張る理由が増えた。この４年間で学んだこ

とを忘れないように社会人でも周りの方への感謝を忘れずに頑張っていきたい。最終的な目標であったパリオリンピック団体金メダル、あん馬金メダルを達成することができなかったので、4年後必ずロサンゼルスオリンピックで

団体金メダル、あん馬金メダルという目標を達成できるように頑張っていきたい。この目標を達成することがここまで支えてくれた方への恩返しになると、この４年間で強く思った。

学業等 来年度は単位を落とさない。
来年度から本格的に教育実習の授業が始まっていくので

頑張っていきたい。

来年度は教育実習がある。生徒たちにとってよい時間に

なるように頑張る。

教育実習でとてもよい時間を過ごすことができた。この

経験を忘れずに社会人でもコミュニケーションをとって

頑張っていきたい。

100%

50%

0%

メンバー入り

単位一つ落とす

インカレ団体２位

決勝進出

インカレで最悪な試合

アジア大会代表入り

複数の怪我

アジア大会団体あん馬２位

代表落選

種目別選手権あん馬３位

単位全部取れた

足首のけが

単位全部取れた
単位全部取れた

教育実習終了

卒論終了

NIFS
KANOYA



［教育企画・評価室 2024年度版］

 年 3 月   15 日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 4 5 6 4 5 6 4 5 6

7 8 9 7 8 9 7 8 9 7 8 9

10 11 12 10 11 12 10 11 12 10 11 12

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 男 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 1単位も落とさない SとA以外の評価を取らない 教職科目をやり遂げる 教育実習と卒業研究をやり切る

テニス
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：インカレ出場

学  業：4年で卒業かつGPAを高い水準で

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

九州学生ベスト16 インカレ予選単複出場 インカレ予選単複出場 インカレ本戦単複出場 全国王座3位

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
80% 60% 50% 90%

学業等 ・1単位も落とさない ・冬季アウトドアスポーツ実習 ・教育実習の権利獲得
・教育実習

・卒業研究完成

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

・九州学生新進複優勝 ・九州学生複ベスト8 ・九州学生単ベスト16複ベスト8 ・全国王座ベスト8

部活動における役職等 会計 主将

特記事項
（怪我・トラブル等）

多汗症 多汗症 足の甲骨折 手首の負傷

学業等

入学後はまだコロナ禍ということもあり、ほとんどオン

ライン授業であった。友達と対面で話すことなどほとん

どなかった。その分、部活内での交流が多く、特に同学

年で助け合い、授業を乗り切ることができたと感じてい

る。

2年目になり、授業のレポートもコツを掴めるように

なった。もちろんGPAは良くなっていったが、後期の英

語を2単位分落としてしまった。それがとても悔しかっ

た．情けないミスで15回分の授業を無駄にするのがどれ

ほど悔しいかを学ぶことができた．

学業は特に問題なくこなすことができていた。3年目な

ので通常科目はレポートを頑張り、教職科目は特に模擬

授業を頑張った。教育実習が待っているとわかっていた

ため、そこで困らないようにするために必死に頑張っ

た。

教育実習の3週間はとても大変できつかったことを覚え

ている。しかし、その分やりがいをとても感じる事がで

きた。卒業研究も無事に提出する事ができ、卒業が決

まった。全てをやり切ったと思えた。

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

1年生で何もわからないところからスタートし、どんな

大会があるかもわからない中でがむしゃらにプレーして

いたことを覚えている。コロナ禍で不自由なこともあっ

たが、それでも高校で最後自由にできなかったテニスを

毎日行うことができ、とても充実した日々を送ってい

た。

2年生の4月に行われた大会で良い結果を残すことができ、ス

タートダッシュは良かった。しかしそこから自分が思っていた

結果は残せず、悔しい年になってしまった。努力を重ねていた

がまだまだ勝つには値しなかったのだと思う。それほどテニス

という競技は、努力すれば勝てるようになるというものではな

い。⾧年やっているのでわかってはいたが悔しかった。

3年目は一番悔しさの残る年となってしまった。目標と

していたインカレ予選にあと1ポイントを取れば出場で

きるというところを逃してしまった。その後アルバイト

先で足の甲を骨折してしまい、約2ヶ月テニスができな

い日々が続いた。一番ショックな年であった。

ラストの年でも入学当初からの目標である、インカレ出

場は叶わなかった。しかし、そこで腐ることはなく最後

の団体戦に向けて常に前を向いてチームを牽引した。九

州で1番になり、全国に出場し、関西チームには勝てな

かったものの、とても満足のいく4年間を過ごす事がで

きた。

学業等

オンライン授業であったため、もっと深く広く自分から

学びにいくべきだったと感じる。授業を聞いていなかっ

たわけではないが、対面よりどうしても集中できずに、

努力を怠った部分が見られる。また、1年生の頃から成

績というものにこだわっておけば良かったとも感じる。

1年時に比べ、対面の授業も増えて学生との交流も増え

た。ようやく大学らしい生活を送れていると実感でき

た。GPAも徐々に上がり、1年生の時にもっと頑張って

おけばよかったという気持ちと、単位を落としたことへ

のショックが大きかった。

模擬授業に重点を置いて頑張ったことで、他の班よりも

時間はかかったかもしれないが、より良いものができた

ように感じる。これを教育実習に活かすことができれば

より良いものになると感じる。

4年間の成績は上がっていく一方だった．コツを掴み始

めたということもあるが，早めにもっと頑張れば良かっ

たかなと思う。それだけが心残りだ。それ以外は本当に

やり切ったと言えるくらい頑張った。4年間頑張れたこ

とは自信につながると思う。

(

学

ん

だ

こ

と

・

貴

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

私が思っていたよりも、九州のテニスのレベル・大学内

のレベルが高く、付いていくので精一杯だったことを今

でも覚えている。同期が1年目からインカレに行き、団

体戦のメンバーにも入って戦っている姿がとてももどか

しかった。その中で、推薦組に勝ついう目標で毎日を過

ごすことがとても良かったと感じる。

自分が求めていた結果は出ずとも、入学時よりも自分自

身が成⾧していると思うことはできた。なので悔しいの

はもちろんだが、テニス自体は好きという気持ちは変わ

らず常に前を向いていた。3年目に向けて気持ちを作れ

ていたと思う。

3年目にして、自分の目標とする試合にあと1ポイントと

いうところまで行けたことには、ある程度満足していた

が、その1ポイントがなぜ取れなかったのか、ずっと考

え続けていた。最初は試合映像を振り返ることもしな

かったが、時が経ってから少しずつ映像を見返し、また

頑張ろうと決心する一方で、ラスト1年で結果を出さな

ければならないというプレッシャーも感じていた。

4年間というものはあっという間だった。特に自分が思

い描いたような結果は得られなかったが、それでも頑

張った過程を自分で褒めたいと思う。大学4年間、ずっ

と頑張り続けることは私にとって、きつい場面も多かっ

た。勝負の世界の厳しさは小学生の頃から知っていて、

辞めたいと思ったこともあったが、それでも協力してく

れた両親に感謝の気持ちを忘れないようにしたい。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

1年目は付いていくことだけでも大変だったが、ようやく生

活にも慣れ、結果も求めていかなければならないと感じて

いた。思っていたよりもレベルが高く、その中で結果を出

すためには苦手を克服しないといけないと分かっていた。

しかし、苦手意識は⾧く根付いたものであり、それを克服

するのは簡単ではないとも実感していた。

大学のテニス人生も気付けば折り返しを迎えていた。3

年目でラストになる大会も出てくるので、後悔なく頑張

りたいと思っていた。4年目で結果を残すのは当たり

前、そのために少しでも3年生で結果を出すために努力

したいと思っていた。

気付けば入学してからラストの年となる。主将にもな

り、自分自身の結果だけでなく、周りのことも気にしな

がらプレーをしなくてはならない。その中で、結果を求

めるためにできることは何かを常に探すようにしていた

気がする。

最後の年は主将を務めさせてもらい、チームを導くとい

うことを学ぶ事ができた。来年からは教員になる。おそ

らく部活動も持つことになる。そこで生徒たちを導くと

いう点で、今回の学びが多く活かされることになる。大

学生で学んだ多くのことを生徒たちに伝えていけると良

い。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り
4年間は気付けばあっという間に終わっていた。課外活動で頑張った過程は一生自信を持って生徒たちに話ができると思う。1つの競技を十数年頑張ることは、私にとって当たり前だったが、自分を褒めてあげたいと思う。勝負の

厳しさや楽しさを、今後みんなに伝えていけると良いと思う。学業での頑張りは、これからも継続していきたいと思う。教師になって大事なことは授業で勝負することだと思う。もちろん1年目で失敗することもあるとは思うが、

失敗から学ぶことが多いのが人生だと思う。なので失敗を恐れず、正解のない授業に楽しさや充実さを追い求めていきたい。

学業等

1年目で授業の流れや雰囲気を感じることができたた

め、2年目からは成績を意識していく必要があると感じ

ていた。1年目を頑張らなかったわけではないが、やっ

つけで行っていた部分があったので改善する必要がある

と思っていた。

3年生になると授業も少し楽にはなるものの、教職科目

の比重が重たい。単位を落とせば教育実習に行けなくな

るので、頑張ろうと決めていた。

無事に教職科目の単位を習得し、教育実習に行ける事が

決まった。母校に戻るということもあり、緊張や不安が

多かった。知っている先生方に見られるということは自

分の中でとても不安で、しっかり用意しなければという

思いが強かった。

4年間で学んだことはとても大きいし、これからの財産

になる。常に上を目指し続けて、向上心を忘れないよう

にしたい。人間は一生勉強という言葉が私は好きだ。成

⾧を求めなくなった者に面白さはないと思う。自分自身

が常に成⾧し続けたいと思う。

100%

50%

0%

モチベ高

卒論提出

教育実習

成績up

骨折

中弛み

対面授業増

前期よりも

成績up

オンライン授業

入学

目標達成ならず

全国王座出場

主将スタート

インカレ

出場逃す

団体戦出場なし

新進優勝

結果出ない

結果振るわず

NIFS
KANOYA



［教育企画・評価室 2024年度版］

 年 3 月   18 日

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 4 5 6 4 5 6 4 5 6

7 8 9 7 8 9 7 8 9 7 8 9

10 11 12 10 11 12 10 11 12 10 11 12

【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 女 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

学業等 ・単位を落とさない ・単位を落とさない ・ゼミで卒業計画を立てる
・卒論研究作成

・教育実習

柔道部
種目

（ポジション）
***

大学4年間の目標
課外活動：九州学生体重別選手権大会での優勝・講道館杯への出場

学  業：教員免許の取得・競技に生かすための知識を学ぶ

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

・九州ジュニア体重別選手権大会：１位

・九州学生体重別選手権大会：１位

・全日本ジュニア体重別選手権大会

・九州ジュニア体重別選手権大会：１位

・九州学生体重別選手権大会：１位

・講道館杯出場

・九州学生体重別選手権大会：1位

・講道館杯出場

・全日本柔道形競技大会１位

・九州学生体重別選手権大会：1位

・講道館杯出場

・世界形選手権大会U－２３出場

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
60% 80% 60% 80%

学業等 ・授業に真面目に取り組む ・教員の授業の単位を落とさない ・教員の授業の単位を落とさない ・教育実習をやりきる

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

・九州ジュニア体重別選手権大会：３位

・九州学生体重別選手権大会：３位

・全日本ジュニア体重別選手権大会ベスト８

・九州学生体重別選手権大会：1位

・講道館杯出場

・九州学生体重別選手権大会：２位

・全日本学生柔道形競技大会４位

・九州学生体重別選手権大会：２位

・世界形選手権大会U－２３出場

部活動における役職等

特記事項
（怪我・トラブル等）

右膝内側側副靭帯損傷（２月） 右膝内側側副靭帯損傷（１０月） 右膝内側側副靭帯損傷（４月～）

学業等

大学入学時は、学ぶことひとつひとつが新鮮で面白く、

興味であふれていた。特に、解剖生理学の授業が面白

く、競技に直接生かせるような知識を得ることができ

た。

教員の授業が本格的に始まって、指導案などを作成する

こともあった。具体的に教員のイメージができてきて、

面白かった。

就職活動のために自己分析を徹底していた。自己分析を

行うことで自分の目標や性格を改めて理解することがで

きた。

今年は学生応援プロジェクトやクラウドファンディング

など、多くの取り組みを行うことで、自分のスキルも上

がった。

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

全日本ジュニアに初めて出場し、自分の実力を試すこと

ができた。ジュニアの大会では成績を残すことができて

いたが、学生の大会では思っていた成績を残すことがで

きず、学生での課外活動への取り組み方を考えさせられ

た。

ジュニアの大会で思っていた成績を残せず、モチベー

ションが落ちてしまったが、切り替えて九州学生大会に

向けて練習に取り組んだ結果、48㎏級で優勝することが

でき、目標のひとつであった講道館杯に出場することが

できた。この経験が競技生活に新しい刺激になり、モチ

ベーション向上に繋がった。

全日本学生優勝大会で初めて団体戦のメンバーに選んでい

ただき、団体戦に出場することができた。個人戦では思っ

ていた成績を残すことができず、悔しい結果になった。全

日本学生柔道形競技大会に出場し、入賞したことで形競技

にも精力的に力を入れるようになったことで、競技への新

しい関わり方を見つけることができた。

最後の全日本学生体重別選手権大会では勝ち切ることが

できなかったが、全国大会で戦うレベルになれたという

ことが大学まで競技を続けてよかったという達成感に繋

がった。形競技では世界大会に繋げることができた。結

果は残せなかったが、初の世界大会を経験することで、

人生観を変えることができた。

学業等
リモートでの授業が多く、リモート授業でのメリットを

感じることができた。大人数の生徒が一度に授業を受け

ることができるのはメリットだと思った。

授業と部活動の両立ができてきて、大学生活の過ごし方

をつかむことができた。

就職活動と部活動の両立が難しく、日常のスケジュール

を効率的に行うことが必要であることがわかった。

就職活動がおわって、自分の人間力が1つ上がった気が

した。社会人になるという自覚を持つことができ、自分

自身も深く理解することができた。

(

学

ん

だ

こ

と

・

貴

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

高校時代のように指示を待っているようでは成⾧しない

ことがわかった。自分で考えて、自己分析を行い、足り

ない部分を理解することが大切であることに気づいた。

あと一つというところで勝ち切るためには、試合の構成

など、内容の組み立てを実践の中で行うことが必要だと

学んだ。

競技で思った結果が残せなかったのは、練習やトレーニ

ングなどがマンネリ化していて、向上意欲が足りなかっ

たと感じた。常に向上心を持って意識を高く持たなけれ

ばならないと学んだ。

多方面から競技に触れることで、柔道が国際的に需要が

あることがわかった。今後、競技以外でも多くの人に

知ってもらえる競技であることを学んだ。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

２年生では学生の大会で結果が残せるように試合の内容

を自分で組み立てられるように意識して練習していく。

２年生では大学での目標を一つ達成することができたの

で、そこで結果を残せるようにパフォーマンス向上を目

指す。

３年生では競技で思っていた成績を残すことができな

かったので、競技生活ラストに向けて頑張る。

４年生で競技・形競技の両方でよい締めくくりができ

た。形競技は生涯スポーツとして取り組んでいける競技

の一つなので、今後も取り組んでいきたい。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

部活動では自分が目標にしていた講道館杯出場を達成することができ、学業では教員免許を取得することができ、大学での学生プロジェクトやクラウドファンディングなど、様々な活動を行うことができた。試合で思っていた結

果が出せない時期やケガで悩まされた時期があったが、そこを乗り越えることで成⾧することができた。就職活動を行うことで、自己分析を改めて行うことができ、企業研究や面接を通して、社会人になる自覚を得ることがで

き、一回り成⾧することができた。鹿児島という地元の大学に進学することで、周りの方々の温かさを改めて感じる４年間だった。これから地元を離れることになるが、この４年間で学んだことを生かして社会人として成⾧して

いけるように頑張りたい。

学業等
教員の授業が本格的に始まるので、授業の内容を理解で

きるように予習復習をしっかりする。

授業と部活動の両立ができてきて、大学生活の過ごし方

をつかむことができた。就職活動などと両立していける

ように効率よく計画性のある行動を心がけたい。

就職活動が本格的に始まってきて、部活動と就職活動の

両立が難しくなってきた。就職活動は人生に関わる大切

なものなので、これからもっと力をいれていきたい。

今年は学生応援プロジェクトやクラウドファンディング

など、多くの取り組みを行うことで、自分のスキルも上

がった。

世界形選手権大会選考会１位

100%

50%

0%

入学

入学

NIFS
KANOYA

解剖生理学の授業

教員の授業が増える 介護体験

武道実習開始 就職活動スタート

就職活動が本格化

学生応援プロジェクト採用

教育実習
就職活動終了

卒業論文提出

県ジュニアでの敗北

九州ジュニア３位

九州学生３位

全日本ジュニア大会

ベスト８

九州ジュニア敗北

九州学生優勝

講道館杯出場

右膝内側側副靭帯損傷

九州学生３位

右膝内側側副靭帯損傷

九州学生２位

世界形選手権大会出場

シドニー大会２位
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【4年間の振り返り版】 学生生活ポートフォリオ
ふりがな ＊＊ ＊＊

氏名 ＊＊ ＊＊ 性別 女 学籍番号 ******
課外活動

（部活動）

作成日： 西暦 2025

顔写真

学業等 教員になるための履修登録をきちんとする 教育実習でいろんな知識を習得する 単位を一個も落とさない 卒論を完成させる

ダンス部
種目

（ポジション）

大学4年間の目標
課外活動：Exseedの活動を通して児童生徒たちや現場の先生方との関わりを大事にする   ※Exseed（エクシード）…子どもの運動プログラム

学  業：教員免許を必ず取得する

1年次 2年次 3年次 4年次

学

年

目

標

課外活動
（部活・奉仕活動）

ボランティアにたくさん参加する 自主的にボランティアに参加する Exseedにたくさん参加する Exseedでの交流を深める

パフォーマンス

の充実度

年間の充実度

（%）
55% 60% 45% 100%

学業等 単位を落とさなかった 教育実習（中学校） 卒論の題材決定 生涯系スポーツ実習・卒業論文

成

績

・

記

録

課外活動
（部活・奉仕活動）

保育園のボランティア マラソン運営のボランティア 国体開会式参加 Exseedで指宿菜の花マーチに参加

部活動における役職等 会計 会計

特記事項
（怪我・トラブル等）

学業等
教員免許を取得するために多くの教科を履修しなけれ

ばならず、毎日詰め詰めの授業が大変であった。

短期大学での最後の年で、いろいろな学生と交流をす

ることができ、授業も周囲の支えがあったおかげで頑

張れた。また教育実習に行き、きついこともあった

が、乗り越えられた。

編入してきて初めての授業は友人もいなくて大変だっ

たが、同じ編入学の仲間と授業に取り組み、支え合い

ながら楽しく授業に取り組むことができた。

卒業論文がここまで大変だとは予想していなかった。

文章構成や調査方法など初めてのことが多くて大変

だったが、周りのゼミ生や先生にサポートしてもら

い、無事に乗り越えることができた。

(

点

数

の

理

由

・

根

拠
）

振

り

返

り

課外活動
（部活・奉仕活動）

部活動に入っていなかった為、積極的にボランティア

活動に参加することができた。周りの人たちとのコ

ミュニケーションを多く取ることができた。

１年生の頃よりも、違う分野のボランティアに参加す

ることができた。

編入学してから慣れないことが多く、先生からの誘い

でダンス部に入部することになった。その後、Exseed

でいろいろな小学校や中学校に指導に行くことにな

り、自身の指導力向上にも繋がった。

Exseedの指導にも慣れ、今までは近くの学校での指導

であったが、いぶすき菜の花マーチにもExseedのダン

スで参加することができてとても嬉しかった。

学業等
教員を目指す上で、多くの授業の時間割を組むのが大

変だったが、周りの友人と協力し合いながら乗り越え

られた。

初めての教育実習で何もわからなかったが、教育実習

を通して自分自身の未熟さ実感し、まだまだ学びが足

りないとこに気づくことができた。

編入後初めての体育大学の授業では、一学年下の学生

と授業を受けることが多く、最初は慣れなかったが、

他の編入生と支え合いながら勉強に励むことができ

た。1人では乗り越えることができなかったと思うの

で、協力することの大切さを学べた。

４年生の卒業論文を通じて、メンタル面でも知識面で

も大きく成⾧できたと感じる。自分が一般常識につい

て多くを知らないことに気づき、これまでの学び方を

振り返ることが多くあった。途中であきらめたくなる

こともあったが、卒業論文を完成させることができ、

達成感を得ることができた。

(

学

ん

だ

こ

と

・

貴

気

づ

い

た

こ

と
）

成

⾧

課外活動
（部活・奉仕活動）

高校ではなかなか積極的に行動することができず、短

大に入学してからも部活動に入れなかったが、部活動

に入らなくてもボランティア活動を通じて行動力を養

うことができた。

学校にも慣れてきて、友人たちとボランティア活動に

参加するようなり、地域の方々とも交流する機会が増

えた。

編入学後ダンス部に所属し、Exseedを通して子どもた

ちが一生懸命に成⾧する姿に感心した。そして、私自

身も指導をする際には、きちんと内容を理解した上

で、子どもたちに指導をすることが大事であると改め

て感じた。

Exseedを通して様々な小中学校を訪れたが、四年生で

は初めて小中学生ではなく、大人の方や高齢者を対象

としたExseedを行った。とても新鮮な気持ちで取り組

め、年齢を重ねても運動することの楽しさに気づくこ

とができた。

事業運営力

指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力 課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

事業運営力 運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力運動実技力 実技指導力 事業運営力 運動実技力 実技指導力

課題解決力 コミュニケーション力 指導者基礎力

科学的支援力 科学的表現力

キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力

翌

年

度

に

向

け

て

の

目

標

・

課

題

課外活動
（部活・奉仕活動）

ボランティア活動では自分の将来に役立つ経験を積ん

でおり、特に保育園や子どもを対象としたボランティ

アに参加することが多かったため、来年は、さらに多

様なボランティア活動に参加したい。

１年生の頃より多くのボランティア活動に参加するこ

とができた。来年からは学校が変わるが、学校が変

わってからも、地域の方々と交流ができるよう、様々

な行事に積極的に参加していきたい。

Exseedを通して小中学生と多く関わることができた。

Exseedを通じて子どもたちとの接し方を少し学ぶこと

ができたので、今後教員になる上で、Exseedで学んだ

ものを活かしていきたい。

特に身についた力
（当てはまるものに黄色で網掛け）

※複数選択可

課題解決力 コミュニケーション力

リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力 リーダーシップ 一般教養・倫理 キャリアデザイン力

専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養 科学的支援力 科学的表現力 専門的な知識・教養

４年間の振り返り

私は編入学で鹿屋体育大学に入学し、友人作りであったり、人と打ち解けるまでに時間がかかり、非常に苦労した。何度も学校を辞めようか迷ったこともあったが、それでも卒業まで続けられたのは、家族やゼミの仲間、ゼミ指導教員のお

かげだと振り返って思う。特に大学4年生では卒業論文という大きな壁に直面し、ゼミ指導教員には大変ご迷惑をかけてしまったが、自分も卒論を完成させるために悩みながら取り組んでいた。しかし、ゼミのみんなが手を差し伸べて助け

てくれたり気分転換をさせてくれたりと、本当に感謝の気持ちでいっぱいである。この大学生活の最後の一年は人の温かさを感じるとともに、改めて人間関係や人付き合いの大切さを学んだ。社会に出てからも、人間関係が最も重要になる

と感じる。これから迎える23年目の世界は、今まで経験したことのないような壁にぶつかり、苦しい思いをたくさんすると思う。しかし、大学で学んだ人間関係の大切さ忘れず、1人で抱え込まず、溜め込みすぎず、時には人に頼り、反対

に困っている人には手を差し伸べられるような人間になりたい。家族や友人のおかげで「私らしさ」を見つけることができた、貴重な大学生活の4年間に感謝し、次のステージでも学んできたことを活かしていきたい。

学業等
１年の時には一個も単位を落とさなかったので、２年

でも単位を落とさないように頑張りたい。

教育実習で多くのことを学ぶことができた。この学び

を忘れないようにするためにも、自分自身に足りない

ことを身につけて次に繋げていきたい。

３年生では、単位を一個落としてしまったので、４年

生では単位を落とさないように気をつけたい。

卒業論文を通して、文字構成力や、語彙力を培うこと

ができた。これはコミュニケーションを取る際にも役

立つ知識だと思うので、活かしていきたい。

100%

50%

0%

ボランティア

落単回避

教育実習

卒論題材設定 卒論進める

卒論なかなか進まない

指導実習

卒論完成
国体参加

ボランティア

Exseed

NIFS
KANOYA


